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学会センター     113  東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 

財団法人 学会事務センタ 一 

日本発生生物学会相当 係 (Tel:03-5814-5810) 

フ オメーション。 サ 一幸ユ 

募集 

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感・ 実験手法，学会見聞記，関連学会案内，書評等どの 

  ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さ       
  

lf53 東京都目黒区駒場 3 一 8 一 1 

東大・ 院 ，総合・生命環境系 ( 生物 ) 

日本発生生物学会事務局 

  
Fax:03 一 3485 一 2904  ( 担当滝島 ) 
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本 発生生 第 

日本発生生物学会の 会長および運営委員についての 選挙が行われ、 開票の結果、 つ ぎの 

ようになりましたので 御報告申し上げます。 

1 . 会長選挙 

第一次会長選挙結果 (9 月 7 日開票 ) 

投票総数 180 票 ( う ち無効 1 票 ) 

有効票数の過半数 (90 票以上 ) を得た者がいなかったので、 会則により上記 3 名 ( 岡田 益 

吉 、 竹 市 雅俊、 星 元紀 ) を候補者として 第二次選挙を 行うこととした。 

第二次会長選挙結果 (10 月 22 日開票 ) 

投票総数 387 票 ( う ち無効 1 票 ) 

この結果、 会則に基づき 岡田盤古先生が 会長に選出された。 

2, 運営委員選挙結果 (9 月 7 日開票 ) 

投票総数 178 票 ( う ち無効 2 票 ) 

当選者 (50 音順 )  r 相沢 慎一 浅島 誠 一 。 - - 上野 直人 

江口 吾朗 片桐 千明   
，，近藤 芳人   ，嶋田 拓   竹市 雅俊 

ソ固 まりな 申述 薫夫 長浜 嘉孝 

仲村 寿和 西田 宏 記 

次 点 回 寺中川 @  徹 古里 勝利 

上記のように 運営委員として U4 名が選出されました。 

選挙管理委員長 京中川 l 徹 

選挙監理委員 中島 陽子 

同 浜口 幸久 
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長再 

岡 田 益 吉 

一昨年会長に 選出され、 2 年間会長を勤めさせていただきながら、 日本発生生物学会に 

さしたる飛躍ももたらさず、 DGD 発行の新体制など 前会長のお築きになったことの 維持 

に精いっぱいであ ったと、 非力を恥じております。 しかし、 変革期を見事に 乗り越えて下 

さった星編集主幹と 編集委員の皆様方のご 努力、 会員の皆様のご 協力により DGD は一皮 

むけて、 なおかつ順調に 発展しております。 さらに、 この改革が成功したが 陰と 、 浅 農試 

幹事長の好采配、 さらには庶務幹事、 会計幹事をそれぞれ 担当して下さっている 松田良一、 

福井 彰雅両 先生の献身のお 陰で学会運営は、 懸案であ った経済問題も 愁眉を開いて、 一応 

の安定をみておりますことは、 どの様に感謝しましても 十分ではないと 思っております。 

先の選挙の結果、 はからずも私が 会長に再任されたというお 知らせを頂きました。 この 

2 年間、 発生生物学会のような 活発な学会の 会長は、 学問の進歩に 直接携わっている 現役 

の方が適切であ ることを実感して 参りましたので、 よほど努力をして 常に時代の風を 感じ 

るよ う心がけないといけないと 身の引き締まる 思 い でおります。 しかし、 それでもなおか 

つ見当はずれや、 時代遅れが避けられないことは 明らかであ ります。 発生生物学会が 正常 

に運営されるかどうかは、 一にかかって 幹事長、 幹事、 編集主幹、 運営委員、 編集委員の 

皆様のお 力 にかかっております。 何卒よろしくご 助力下さいますようお 願い申しあ げます。 

申し上げるまでもなく、 会員の皆様のご 協力はまず第一に 必要であ ります。 役員、 幹事 

の皆様方、 それに毎年の 大会に際しては、 それぞれの開催校の 皆様方が、 貴重な研究時間 

を 学会運営のために 割いて下さっている 分、 会員の皆様はご 研究の成果を 上げられ、 大会 

を盛り上げ、 DGD の発展に寄与して 下さるよう、 切にお願い申しあ げます。 

平成 9 年 1 月より DGD 編集主幹は星元紀先生から 嶋田 拓 先生にバトンタッチされま 

す 。 無理を承知のお 願いをお受け 入れ下さった 嶋田先生に改めて 御礼申し上げますととも 

に、 発生生物学の 専門誌としての DGD の国際的評価を 益々高めて下さる 2 3 お願い申し 

あ げます。 無論、 これには会員のご 協力が絶対に 必要であ ることを、 くどいようですがも 

う 一度申し上げます。 幸いにして、 DGD 掲載論文が Medline の収録対象となります。 イ 

ンターネット 上での文献探査の 際に DGD に載っている 論文が拾い出される 確率が高くな 

り、 益々、 サーキュレーションも 良くなると期待できます。 どうぞ自信作を DGD にご 投 

稿 下さると共に、 海外の研究仲間にも 宣伝して下さる 2 3 お願い申しあ げます。 

発生生物学会には、 まだ他に重要な 役割があ ると思いますが、 それらについてはほぼ 従 

来の方針を継続するつもりでおります。 主要な点のみを 要約すると、 引き続き日本学術会 

議の動物学研究連絡委員会に 代表を送って、 科学行政上の 意見や要望の 表明、 文部省科学 
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補助金の細目「発生生物学」の 審査員の推薦、 などはそれを 通して行 う 。 また、 社 

団法人日本動物学会とも 引き続き緊密な 連絡を保ち、 学術上、 科学行政上の 間 題 解決で連 

帯する。 さらに、 社団法人日本植物学会を 含む他の学術団体との 連絡も保っ。 また、 国際 

的には国際発生生物学会 (ISD 酎の So ㎡ ety embe でとなって活動する。 

以上、 大体の方針を 申し上げましたが、 最初にも申し 上げました よ うに時代の風を 見失 

っている可能性が 常につきまといまず。 ぜひ学会運営に 関して皆様方のご 意見、 ご 提案を 

頂きたく存じます 0 

編集主幹 て 

嶋 田 柘 

案主幹に代わって 1997 年 1 月から私が DGD 編集主幹を引 継ぐことになり 

ryolo 目 a 時代から通算 38 巻に達し、 星氏 で 6 代にわたる優れた 

に国際 誌 として発展してきた DGD の編集主幹Ⅰ 私には任が重すぎますが、 お引き受けし 

たからには DGD のさらなる発展のため 及ばずながら 微力を尽くしたいと 思っており 

す 。 

発生生物学関連の 多くの国際 誌 が発生の遺伝子レベルでの 解析に関する 話題を主に取り 

上げるようになってきている 現在、 発生学の幅広い 分野の研究成果を 公表できる国際 誌 と 

しての DGD の役割は一段と 重要なものになってきています。 多数の発生生物学関連国際 

誌の競合の中で DGD が一定のステータスを 保つための鍵はこの 辺のあ ると 思 、 います。 そ 

の 意味で、 分子発生学的研究の 成果のみならず、 さまざまな生物の 発生に関する 記載的な 

論文も大切にしたいと 考えてい 

DGD の編集体制としては 3 年前に星編 主幹によって 3 名からなる Associate 

が 発足しましたが、 発生学の各分野からの 投稿に一層迅速かっ 適切に対応できる よう に す 

るため、 Associate 麗 djtor 制度を発展させ、 8 名によって構成される Editor 帝 Ⅱを発足させるこ 

とを検討しています。 この場合も、 混乱を避けるため 論文の投稿先は 編集主幹に限らせて 

いただくことになり す 。 しかし、 編集体制をいくら 変えても学術誌の 値打ちは良質な 論 

文を多数掲載することのみによって 決 ります。 歴代の主幹のご 努力によって 投稿数も安 

定しているようですが、 国内外からさらに 多くの投稿があ ることを願っています。 DGD 

を 皆さんが投稿したくなる 雑誌にするための 方策を編集委員会で 今後も検討を 続け 

尾前主幹の大変な 努力により DGD の論文が edline に収録されることになったことは 大 

変 嬉しいニュースです。 昼前主幹はカラ 一頁の低廉化をめざしても lackwe Ⅱと交渉されて 



きましたが、 これは未解決で 私が引き継ぐことになっています。 例えば、 カラー写真を 電 

子ファイルで 投稿できればもっと 低廉化できるかもしれません。 投稿論文の審査に 要する 

時間の短縮も 大切なことです。 会員の方々に 論文 査読 をお願いするこ とも多いと 居 、 います 

が 、 ぜひ規定の時間内で 対応して下さる よ うご協力をお 願い申しあ げます。 また、 国外か 

らの投稿をさらに 増やすため、 お知り合いの 外国研究者に DGD への投稿を勧めていただ 

ければあ りがたく存じます。 DGD についてご意見やご 希望があ りましたら何でも 結構で 

すから下記にお 願い い たします。 

739  東広島市鏡山 1 一 3 一 1 

広島大学理学部遺伝子科学専攻 嶋田 柘 

電 話 : 0 8 2 4 一 2 4 一 7 4 4 6 

FAX : 0 8 2 4 一 2 4 一 7 4 9 8 

E-mail:‥gdedit@ipc ・ hiroshima-u ， ac ・ jp 

平成 8 年竹戸 27 日 事務局ょり 

先に実施いたしました 会員名簿の追加および 修正作業が一段落しましたので、 その 追 

加 ，修正版をお 送りいたします。 会員の異動に よ る変更に加え、 前回の会員名簿における 

誤 ろ 直の修正などが 予想以上に多くあ りました。 特に記載ミスを 被った方々には、 御 迷惑を 

おかけしましたことをお 詫びいたします。 会員名簿の改訂版を 新たに作ることも 予算上の 

負担になりますので、 追加・修正版をこのサーキュラー 85 号にさし込まさせていただきま 

す。 少々手間がかかりますが、 会員名簿と併用してお 使い下さい。 なお、 さらなる変更等 

ほ つきましては、 事務局ではなく 学会事務センタ 一の日本発生生物学会担当者に 直接、 

書面にてご連絡下さい。 

連絡先 : 〒 113  東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 

財団法人 学会事務センター 

日本発生生物学会担当 係 
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生生物学会 第 

第 3 0 回日本発生生物学会大会は、 1997 年 5 月 27 日～ 29 日に、 つくば大学で 開催されるこ ヒ 

になりました。 皆様のご参加を 心からお待ちしております。 

1  。 期日 : 1997  年 5  月 27  日 ( 火 )  ～ 29  日 ( 木 ) 

    筑波大学大字会館 TEL:0298-53-2035 

干 305  つくば市天王台 1 一 1 一 1 

づ く は センターバスターミナルから、 バスで 10 ～ 20 分、 タクシ一で 5 ～ 10 分 

3 。 参加申込 : 

(1) 同封の参加申込書に 必要事項を記入して、 1997 年 2 月 28 日 ( 金 ) ( 当日消印有効 ) まで 

にお申し込み 下さい。 

305  つくば市天王台 1 一 1 一 1 筑波大字生物科学系 

日本発生生物学会第 3 0 同大会準備委員会 

(3) 大会参加費 : 一般会員 6,000 円、 学生・院生 5,000 円です。 大会参加費は 同封の振込用紙 

を使用して払い 込み、 領収書のコピーを 参加申込書とともにお 送り下さい。 なお、 3 月 1 

日 以降の参加申込みは 当日参加 ヒし 、 参加費は一律 7,000 円です。 

(4) 懇親会を大会 2 日目 5 月 28 日に行います。 参加をご希望の 方は、 懇親会費 5,Ono 円を大会 

参加費に加算して 払い込んで下さい。 場合によっては 当日の受付ができないこともあ りま 

ずので、 できるだけ大会参加申込 ヒ いっしょにお 申し込み下さい。 

(5) 同封の受 取 書の所定 欄 に名前及び必要事項を、 また表に郵便番号、 住所および氏名を 記入 

し、 必ず切手を貼って 下さい。 

(6)  問い合わせ先 : 準備委員会 TE ㌦ 0298-53-4664  ( 漆原 )  、 6649  ( 平林 ) 

FAX:・ 

e-mail:@d402hu(fl)sakura ， cc ・ tsukuba ， ac ， jp 
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